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至上主義の弊害」, 「使い過ぎ症候群」, 「うさぎ跳びの危険性」, 「運動中の水分摂取の方法」, 「休
息の重要性」が80%前後で高かった. 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や作戦を教えな

















候群」, 「うさぎ跳びの危険性」, 「運動中の水分摂取の方法」, 「休息の重要性」が高い値であっ

















































ニングの一部である」, 「使い過ぎ症候群」, 「バーンアウト現象」, 「あまり多くの技術や戦術を
教えない」, 「練習,トレーニングは計画を立て,定期的に見直す」の項目において有意な違い
が認められた.これらの結果から明らかなように少年スポーツ活動のより適切な指導には,描
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